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新プロジェクト「えほんのはこ」の概要
コロナを契機に新しいデジタルが認識されるようになってきました。

ü この状況に絵本も新しい市場を作れないものなのか？

➡ 絶版タイトルをまずデジタルで復刻ができないか？

➡ 所謂「塩漬け」状態の権利をまずデジタルで蘇らせることできないか？

➡ 市場が限定されている「⽉刊絵本」をデジタルでオープンな市場へ展開することができないか？

➡ 新⼈作家がデビューする契機にできないか？

➡ いずれもデジテルを⼊り⼝として、最終⽬標は国内外で紙の絵本での展開ができないか？

ü デジタルであれば、世界へのアプローチしやすくなる。

➡ 世界へ向けて発信をできるようにする。海外の出版社へのプロモーションにも利⽤できるのではないか？
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サブスクリプションモデルで
デジタルでしかできないモデルを作ります。

ü 定額でクオリティの⾼い絵本を提供するサブスクリプションの可能性

➡ 絶版になっているタイトルを復刻する。（「復刊ドットコム」のデジタル版のように）

➡ 新たに紙の絵本に興味を持つ出版社への仲介窓⼝になる ➡ 作家のマネジメントへ。

➡ クローズ市場の「⽉刊絵本」をデジタルでオープンな市場へ。

➡ 新⼈作家の作品も必ず編集者が監修したものにする。（⽶国の「epic!」のように）

ü 多⾔語化（少なくとも英語化）して全世界へ配信。

➡ 海外へ作家、作品を紹介するプラットフォームとする ➡ ネット上のブック・フェア化。

➡ 紙の絵本に興味を持つ海外出版社への仲介窓⼝になる ➡ エージェントビジネスへ。



本コンソシアムの強み
「読育」を⽬指す最⼤⼿の⼤⽇本印刷(DNP)グループの各社が参加します。

ü ひとつのコンテンツを多⾓的に展開できる。

➡ デジタル化することにより

➡ 電⼦取次⼤⼿のMBJによりサブスクリプションのような新しい販路が開ける。

➡ ますます増える電⼦図書館への展開。TRCは電⼦図書館95%のシェアを持つ。

➡ DNPが進める多⾔語化、オーディオ化などのリッチコンテンツへの展開ができる。

➡ ⼦どもが英語でコンテンツに触れらるようになる。

➡ 海外への展開、障がいのある⽅へのサービスにも寄与する。

➡ DNPのPODで少部数での印刷も可能となる。

ü 多⾔語化（少なくとも英語化）して全世界へ配信。

➡ 常に海外出版社へコンテンツを紹介するオンラインのブックフェア化ができる。



本コンソシアムの強み
コンテンツの海外ライセンスで経験豊富なトーハン等のエージェントを介して海外出版の可能性を探ります。

ü コンテンツを少なくとも英語化する⽬標を持つ。

➡ サブスクリプションを海外の出版社への展開することにより。

➡ 常にコンテンツを紹介できるオンラインのブックフェア化のように。

➡ 海外出版社へライセンスする可能性を探る。

➡ 海外で⽇本語のコンテンツを読むことができる。

ü 中国最⼤のC&C Printingの⽀社を通してリアルの本をプロモーションすることも。

➡ C&Cの⾼い品質は欧⽶の出版社に評価されている。

➡ トーハン等がライセンスをし、C&Cが製造することで⽇本の品質を保った海外出版が可能になる。



五味太郎先⽣デザインのロゴ



トップページ いちらん



タイトル説明のページ
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レベニューシェアについて

総売上 ＝ 会員数 × ⽉額会費（1,980円）

Apple,Google⼿数料
30％

運営
35％

出版社様原資
35%

総売上の35％を原資として、総閲覧ページ数に対する配信作品ごとの
閲覧ページ数に応じて分配した⾦額をお⽀払いいたします
例）原資︓会員数1,000⼈×1,980円×35％＝693,000円

総閲覧ページ数︓400ページ
＜作品Aの閲覧ページ100ページ＋作品Bの閲覧ページ300ページ＞
作品A︓693,000×0.25＝173,250円
作品B︓693,000×0.75＝519,750円


